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タイトル 南島原市ふるさと支え愛プロジェクト

市では、新型コロナウイルスの影響により、不安な日々を過ごす市外

在住の学生の皆さんを応援するため、ふるさと南島原から「がんばれ」

というふるさとの想いと特産品を届ける「南島原市ふるさと支え愛プロ

ジェクト」を昨年に引き続き本年も実施します。

本事業は４月から受付を開始していますが、すでに多くの方が申込を

されており、５月１７日（月）に１回目を発送します。

※当日は、松本市長が発送作業に立ち会いメッセージを発信します。

記

■日 時：５月１７日（月） １５時～

■場 所：市役所西有家庁舎 ３階 大会議室

■出席者：市長、商工振興課職員

■内 容： ・市長から学生に向けたメッセージの発信

・発送作業

■発送予定数：200個

■その他：事業の詳細は別紙参照

mailto:somen@city.minamishimabara.lg.jp


ふるさと支え愛プロジェクトについて 

 

１ 事業の概要と目的  

市では、新型コロナウイルスの影響により、不安な日々を過ごす学生を応援す

るため今年度も「ふるさと支え愛プロジェクト」を実施します。 

この事業は、市外で頑張っている学生に、ふるさと南島原を感じていただくと

ともに、少しでも早く元の生活に戻れるよう「ふるさとの想い」と「ふるさとの

味」を届け応援すると同時に、消費が落ちこんでいる地元企業を支援するもので

す。 

 

２ 対象者 

南島原市内の小中学校を卒業し、以下の要件をすべて満たす方 

（１）平成３年 4 月 2 日（30 歳）から平成 15 年 4 月 1 日（18 歳）生まれの方 

（２）専門学校、短期大学、大学、大学院、予備校等に在学している学生 

（３）申請時、学生が市外に居住していること 

（４）家族の住民登録が南島原市内であること 

※住民票を南島原市においたまま、市外に住んでいる学生も対象となります。 

 

３ 応援内容 

（１）市長からの応援メッセージ（別紙メッセージのとおり） 

（２）ふるさとの味（特産品詰め合せ） 

 ① 麺類  （島原手延そうめん、即席めん、ちゃんぽん など） 

 ② 調味料等（なめみそ、めんつゆ、ジャム など） 

 ③ 菓子類 （カステラ、そうめんフロランタン、黒砂糖 など） 

 ④ 農産物 （米） 

  ※上記①～④の中から、合計 4,000 円相当分の商品を発送（送料別） 

 

４ 募集期間 

 令和３年４月１日（木）～6 月 30 日（水） 

 

5 その他 

 ・申請は、学生 1 名に１回限り 

 



６ 昨年の申込者数 

   ６２７人 

 

７ 現在の申込者数 

   ２２５人（令和３年５月 10 日 時点） 

 

８ その他 

   昨年実施した「ふるさと支え愛プロジェクト」では、学生からメッセージ

が多数寄せられました。 

・メッセージ（一部抜粋） 

■今、南島原に住んでいなくても、ふるさとの有難さを実感し、とてもあたた

かな気持ちになりました 

■とても懐かしく、元気をもらい、早く地元である南島原市に帰りたいという

思いがよりいっそう強くなりました 

■夢に向かって頑張ろうというパワーが湧いてきました。地元である南島原市

に恩返しができるようこれからも頑張ります。 

■日常生活が一変し不安も多い中、ふるさとの温かさを改めて感じ、故郷への

思いもより一層強くなりました。 

■本当に心があたたかくなりました。このコロナ禍で１人生活していく上での

活力になります。 
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南
島
原
を
巣
立
ち
、
様
々
な
場
所
で
勉
学
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励
ん
で
い
る
皆
さ
ん
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お
元
気
で
す
か
。 

四
月
か
ら
新
た
に
新
生
活
を
始
め
た
方
は
、
慣
れ
な
い
土
地
で
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を
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で
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う
か
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新
型
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ロ
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イ
ル
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ふ
る
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と
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場
所
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

皆
さ
ん
が
思
え
ば
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

家
族
や
友
人
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思
い
出
、
都
会
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い 

時
間
の
経
過
や
人
の
温
か
さ
が
思
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

人
生
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中
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大
事
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時
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ロ
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ウ
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影
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、
い
つ
の
日
か
こ
の
経
験
が 

活
か
さ
れ
る
日
が
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。 

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
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ほ
し
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皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
が
あ
り
ま
す
。 

南
島
原
市
は
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

自
分
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
三
年
五
月
吉
日 

 
 
 
 
 

南
島
原
市
長 


